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２
月
７
日（
月
）、
揖
斐
総
合
庁
舎
（
上

南
方
）
で
、
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
防
止

を
考
え
る
「
揖
斐
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
研

修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
農
業
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が

参
加
し
た
こ
の
研
修
会
で
は
、
イ
ノ
シ

シ
や
サ
ル
な
ど
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
紹
介

し
、「
餌
や
隠
れ
場
所
と
な
る
草
む
ら
の
除

草
な
ど
を
し
て
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。」な
ど
と
効
果
的
な
対
策
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
獣
の
捕
獲
や
狩
猟
に
関
す
る

法
律
、
県
の
鳥
獣
被
害
軽
減
の
た
め
の
取

り
組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
参
加
者
の
鳥

獣
被
害
対
策
に
対
す
る
知
識
や
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

▲虐待防止について話し合われました

▲新酒の試飲を楽しむ参加者たち

▲鳥獣被害対策研修会の様子

▲（左から）山口議員、清水議員、林議員、錦野議員

　

２
月
８
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

「
虐
待
等
対
策
地
域
協
議
会
代
表
者
会
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障

が
い
者
ら
へ
の
虐
待
防
止
を
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、代
表
者
会
議
に
は
、

教
育
や
福
祉
関
係
の
団
体
代
表
な
ど
20
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
表
者
会
議
終
了
後
に
は
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
福
祉
施
設
職
員
ら

関
係
者
約
１
７
０
人
が
参
加
し
て
の
研
修

会
が
行
わ
れ
、
東
濃
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

理
事
長
の
渡わ

た

辺な
べ

哲て
つ

雄お

さ
ん
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
高
齢
者
虐
待
の
事
例
を
紹
介

し
、早
期
発
見
の
た
め
に
は
、地
域
の
見
守

り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
酒
蔵
み
て
あ
る
記
」
開
催

～
揖
斐
川
町
の
酒
蔵
を
巡
る
～

　

２
月
６
日（
日
）、
養
老
鉄
道
を
利
用

し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
酒
蔵
み
て

あ
る
記
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
５
２
０
人
の

参
加
者
が
町
並
み
ハ
イ
キ
ン
グ
と
新
酒
の

試
飲
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
養
老
鉄
道
が
電
車

を
利
用
し
て
地
域
巡
り
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
人
気
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
を
出
発
し
た
参
加
者

は
、
往
復
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

を
散
策
し
、
酒
蔵
の
所
酒
造
（
三
輪
）
で

は
、
新
酒
や
甘
酒
を
味
わ
い
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会

～
効
果
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
と
は
～

地
域
で
見
守
り
、
虐
待
防
止
を
！

～
虐
待
等
対
策
地
域
協
議
会
・
研
修
会
～

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
受
賞

～
地
方
自
治
に
多
大
な
貢
献
～

　

２
月
９
日（
水
）に
全
国
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会
で
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
、
16
日（
水
）に
宗
宮
議
長
か
ら
表
彰
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
は
、
議
会
活
動
を
通

じ
て
地
方
自
治
の
進
展
の
た
め
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
さ
れ

た
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

清し

水み
ず

政ま
さ

則の
り

議
員
（
27
年
以
上
在
職
）

　

山や
ま

口ぐ
ち

好よ
し

文ふ
み

議
員
（
15
年
以
上
在
職
）

　

林
は
や
し　

幹み
き

夫お

議
員
（
15
年
以
上
在
職
）

　

錦に
し
き野の

悦え
つ

朗ろ
う

議
員
（
15
年
以
上
在
職
）

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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▲がんばれ！ＦＣ岐阜　ラファエル選手（右）

▲盛りだくさんの情報が満載のマップです

▲安全安心な町づくりを継続します

▲谷汲山華厳寺仁王門前で奉納される谷汲踊

谷
汲
門
前
ま
つ
り

谷
汲
踊
奉
納

～
勇
壮
華
麗
な
鳳
凰
の
舞
～

Ｆ
Ｃ
岐
阜
キ
ャ
ラ
バ
ン

～
Ｊ
１
を
目
指
し
て
キ
ッ
ク
オ
フ
～

商
工
会
女
性
部
が
店
マ
ッ
プ
作
製

～
商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
し
て
～

　

２
月
18
日（
金
）谷
汲
山
華
厳
寺
周
辺

（
谷
汲
徳
積
）
で
谷
汲
門
前
ま
つ
り
が
行

わ
れ
、
郷
土
芸
能
の
披
露
や
、
餅
ま
き
、

バ
ザ
ー
な
ど
、
約
８
０
０
０
人
の
参
拝
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
豊
年
祈

願
祭
と
し
て「
谷
汲
踊
」（
県
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
）が
奉
納
さ
れ
る
と
、
観
客
は
、

そ
の
勇
壮
華
麗
な
鳳
凰
の
舞
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

谷
汲
踊
は
、
源
平
合
戦
で
源
氏
の
勝

利
を
祝
っ
た
踊
り
が
起
源
と
さ
れ
、
約

８
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うや

無む

病
び
ょ
う

息そ
く

災さ
い

を
祈
る
踊
り
と

し
て
谷
汲
踊
保
存
会
が
伝
承
し
て
い
ま

す
。

　

２
月
25
日（
金
）、
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕

を
控
え
、
Ｊ
リ
ー
グ
２
部
の
Ｆ
Ｃ
岐
阜
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
新
加
入
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
選

手（
ブ
ラ
ジ
ル
）と
Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
ス
タ
ッ
フ

が
来
庁
さ
れ
、「
今
年
は
、
６
位
以
内
を

目
指
し
、
来
年
こ
そ
は
Ｊ
リ
ー
グ
１
部
へ

の
昇
格
を
目
指
し
ま
す
。」
と
力
強
く
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
ロ
ゴ
と
市
町
村
の

記
章
が
入
っ
た
タ
オ
ル
マ
フ
ラ
ー
が
町
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日（
日
）に
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
、

６
月
４
日（
土
）に
は
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

を
長
良
川
競
技
場
に
迎
え
、揖
斐
川
町
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
商
工
会
お
よ
び
商
工
会
女
性

部
合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
、
商
工
会
女

性
部
が
「
女
性
部
員
の
店
マ
ッ
プ
」
を
作

製
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
部
員
は
、２
３
１
人
。今
回
作
製

し
た
マ
ッ
プ
に
は
、
揖
斐
川
町
内
全
域
で

約
２
３
０
の
店
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
女
性
部
の
市
田
セ
ツ
子
部
長

は
、「
冊
子
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
町
内

外
の
方
が
商
店
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
が
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
お
も
て

な
し
の
心
を
大
切
に
し
て
お
客
さ
ん
を
迎

え
た
い
。
ま
た
、
部
員
の
方
に
も
町
内
の

店
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
部
員
同
士
の

交
流
も
活
発
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
取
り
組
み
に
感
謝
状

～
揖
斐
警
察
署
長
か
ら
町
へ
～

　

２
月
28
日（
月
）、
平
成
22
年
中
の
地
域

の
実
態
に
応
じ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
、安
全
安
心
な
町
づ
く
り
、

地
域
の
治
安
維
持
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

と
し
て
、
揖
斐
警
察
署　

杉す
ぎ

江え

功
い
さ
お

署
長

か
ら
揖
斐
川
町
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

杉
江
署
長
は
、「
特
に
交
通
事
故
を
減

ら
す
た
め
の
取
り
組
み
が
素
晴
ら
し
く
、

現
在
で
は
事
故
数
も
減
少
し
て
き
ま
し

た
。
色
々
な
取
り
組
み
に
地
域
の
方
々
が

い
か
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
が

重
要
で
す
。
今
回
の
成
果
が
関
心
の
高
さ

を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
、「
今
で
き
る
こ
と
を
地

道
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
更
な
る
安
全
安
心
の
向
上
に
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
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▲自然環境の保全について知識が深まりました

▲奥田さん（右）と森委員長（左）

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

～
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
の
功
績
～

揖
斐
川
水
源
地
域
の

自
然
環
境
保
全
研
修
会
開
催

揖
斐
川
よ
も
ぎ
洋
菓
子
加
工
研
修
会

～
特
産
品
を
活
か
し
て
～

　

こ
の
度
、
奥お

く

田だ

豊と
よ

歳と
し

さ
ん（
坂
内
広
瀬
）

が
、
第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
表
彰

で
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
田
さ
ん
は
、
平
成
３
年
10
月
に
旧
坂

内
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
に
就
任
以

来
、
平
成
12
年
11
月
か
ら
平
成
17
年
１
月

ま
で
同
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、ま
た
、

町
村
合
併
後
は
揖
斐
川
町
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
と
し
て
、
長
年
、
選
挙
の
管
理

執
行
お
よ
び
啓
発
事
業
に
従
事
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
功
績
か
ら
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
表
彰
で
、
揖
斐
川
町
選
挙
管

理
委
員
会
が
岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
２
日（
水
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、
揖
斐
川
水
源
地
域
の
自
然
環
境
保

全
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
揖
斐
川
水
源

地
域
の
自
然
環
境
を
「
み
ん
な
で
守
り
、

育
て
る
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、
森
林
保
全
や
生
物
多
様

性
の
観
点
か
ら
見
て
、
関
係
者
の
知
識
の

向
上
や
環
境
保
全
の
必
要
性
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
す
。

　
「
外
来
生
物
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

た
ら
よ
い
の
か
」
や
「
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の

現
状
と
そ
の
対
策
」
に
つ
い
て
講
義
が
行

わ
れ
、
ど
ん
な
外
来
生
物
が
い
る
の
か
把

握
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
ら
よ
い

か
や
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
を
受
け
に
く
い
森

林
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

３
月
２
日（
水
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、
揖
斐
川
よ
も
ぎ
洋
菓
子
加
工
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
で
地
域
農
産
物
の

加
工
に
取
り
組
む
女
性
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
関
市
に
あ
る
飲
食
店

の
山や

ま

下し
た

隆
た
か
し

店
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

揖
斐
川
よ
も
ぎ
を
活
用
し
て
、
タ
ル
ト
や

ス
フ
レ
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
な
ど
11
種
類
の
洋

菓
子
を
作
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
の
よ
も
ぎ
は
、
色
鮮
や
か
で

香
り
が
良
い
と
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、

加
工
品
へ
の
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
じ
ま
ん
農
作
物
と
し
て
育
成

し
、
地
域
の
活
性
化
や
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲よもぎを使用した洋菓子加工研修会


